
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 堺環境戦略の推進（分野横断的な新たな取組） 

現状・課題 

○ 本市では、令和 3年 3 月に、2050 年を目途とした長期的な環境の将来像や、

その実現に向けたロードマップをまとめた堺環境戦略を策定。 

○ 堺環境戦略では、脱炭素都市（Carbon Neutral）、循環都市（Circular）、快適

都市(Comfortable)、貢献・協働都市（Cooperation）という「4つの C」をキ

ーワードに、持続可能な環境イノベーション都市を実現し、世界をリードする環

境先進都市をめざすこととしている。 

○ 堺環境戦略に掲げるビジョンの実現に向けて、他のモデルケースとなるような

先導的な環境施策を進めることが必要。 

○ また、SDGs 未来都市として、多様なステークホルダーとのパートナーシップ

のもと、SDGsの達成に向けた環境施策を進めることが必要。 

取 組 の 

内  容 

○ 特に若年層に向けて、環境戦略に掲げるビジョンの発信を行う。 

○ ナッジ等の行動インサイトの知見を活用し、個々の市民等の価値観や行動変容

を促すため、環境分野におけるナッジ等の具体的な活用方策や実証プロジェクト

の検討等を行う。 

○ 環境分野における国際都市間協力を推進するため、環境課題を抱える海外都市

等における技術ニーズ等の基礎調査や連携候補都市との対話、国際都市間協力に

向けた公民連携体制の構築に取り組む。 

○ さかい SDGs 推進プラットフォームのプロジェクトチームにおいて、民間事業

者等と連携した海洋プラスチック対策（統一的な情報発信や代替素材普及方策の

検討）や環境学習の取組（環境講座等の情報集約・発信、子どもを対象とした新

たな環境教育）を推進する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ 環境戦略に掲げるビジョンの発信（通年） 

□ SDGs プロジェクトチームの参加者募集・活動（5 月～） 

□ 海外都市等のニーズや市内企業等におけるシーズ把握に係る基礎調査（6-7月） 

□ ナッジ等に関する勉強会（7 月） 

□ SDGs プロジェクトチーム第 1回会合（7月） 

中期 

（～11 月） 

□ 環境施策におけるナッジ等の活用方策の検討（～9 月） 

□ ナッジ等に関する勉強会（10 月） 

□ 国際都市間協力に係る事業者セミナーの開催（9 月） 

□ 国際都市間協力案件形成に向けた海外都市との連携協議（10 月） 

□ SDGs プロジェクトチーム第 2回会合（10-11 月） 

後期 

（～3 月） 

□ 市役所庁内におけるナッジの試行（12-3月） 

□ 国際都市間協力の推進に向けた今後の事業方針案の検討（12-3 月） 

□ SDGs プロジェクトチーム第 3回会合（2月） 

次年度 

以降 

□ 環境分野における国際都市間協力の推進 

□ ナッジ等を活用した行動変容の促進 

□ SDGs プロジェクトチームにおける海洋プラスチック対策・環境学習の推進 

環境局 環境都市推進部 環境政策課 
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進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ SDGs プロジェクトチームの参加者募集・活動（5 月～） 

□ ナッジ等に関する勉強会（6 月～） 

□ 海外都市等のニーズや市内企業等におけるシーズ把握に係る基礎調査（6 月～） 

□ SDGs プロジェクトチーム第 1回会合（7月） 

中期 

（～11 月） 

□ 広報さかいにおける環境戦略ビジョンの発信（8 月） 

□ 環境人材育成支援事業における高校生への環境戦略ビジョンの発信（8 月～） 

□ 堺市環境行動デザインチーム SEEDs組成（8 月） 

□ 環境施策におけるナッジ等の活用方策の検討（8 月～） 

□ 市役所庁内におけるナッジの試行第 1弾（10 月～） 

□ 国際都市間協力に係る事業者セミナーの開催（11 月） 

後期 

（～3 月） 

□ 市役所庁内におけるナッジの試行第 2弾（2 月～） 

□ 国際都市間協力の推進に向けた今後の事業方針案の検討（12 月～） 

□ SDGs プロジェクトチーム第 2回会合（3月） 
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該当する 

施策 
5－（4）4R に根差した循環型社会の形成 

寄与する 

KPI 

1人1日当たり家庭系ごみ排出量 

［現状値：643グラム（2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

628g 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
気候変動に具体的な対策を 

13 

寄与する 

KPI 

市域の温室効果ガス排出削減量（2013 年度比） 

［現状値：14.1％（2017年度）］ 

目標値（2023年度） 

15.9% 

 


